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⑧ 偶人： 每年 3 月 3 日女儿节时把着古装的偶人，从箱中取出，陈列在坛上。
⑨ 草庵： 指芭蕉所居住的芭蕉庵。
⑩ 第一面 8 句： 书写俳谐连句的诗帖，通常折叠成几面。如连句在 50 句以上，则第一










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注１） 張香山「病倒旅途仍梦绕枯野」『读书』1989 年 Z1 期，1989 年 5 月，199-124
（注２） 張香山訳『奥州小道』は最初『日本文学』季刊 1987 年第二期に発表されたが，入手が困難であるため，
本論文では叶渭渠編『日本随笔经典』（上海文芸出版社，2006 年 7 月）に収録されたものを参考にした。
（注３） 本論文は陳岩訳『奥州小路』（译林出版社，2011 年 2 月）を参考にした。
（注４） 『奥州小道』松尾芭蕉著，鄭民欽訳，河北教育出版社，2002 年 6 月。
（注５） 『松尾芭蕉散文』（松尾芭蕉著，陳徳文訳，作家出版社，2008 年 9 月 1 日）の本文を参考にした。
（注６） 『奥之细道』松尾芭蕉著，鄭茂清訳，聯経出版社，2011 年 1 月。
（注７） 尾形仂氏『おくのほそ道評釈』平成 13 年 5 月　角川書店）。
（注８） 松隈義勇氏「無常漂泊の詩心―『おくのほそ道』序章私見「草の戸も」の句について―』（『文芸論集』
17･1981 年 3 月）。
（注９） （注７）の尾形仂氏著。
（注 10） 大谷徳蔵氏「日本古典文学大系 45」『芭蕉句集』。
（注 11） 富山奏氏「「芭蕉の発句「草の戸も住替る代ぞひなの家」考―『おくのほそ道』寸見（二）」（『近世文芸』
1994 年 7 月）
（注 12） 「奥の細道の正しい理解のために」『解釈と鑑賞』250 号（中村俊定・宮本三郎・板坂元・山下一海・
森川昭）。
（注 13） 荻野清氏「芭蕉論考」，岡田利兵衛氏「奥の細道で残された芭蕉の真蹟」（解釈と鑑賞 250 号）で
箱説を否定している。
（注 14） 箱説をあげているのが，大藪虎亮氏『奥の細道新講』（昭和 25 年）や樋口功氏『奥の細道評釈』（昭和 5）。
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（注 15） 宇和川匠助氏「『草の戸も』解釈諸説の批判と紀行文と句との関係について」（『連歌俳諧研究』15 号・




（注 16） （注 15）の宇和川匠助氏が想像説としてあげているのが，原退蔵氏『俳句評釈』。三浦圭三氏『奥
の細道新釈』。暉峻康隆氏『近世俳句』，森修氏『おくのほそ道』，志田義秀氏『奥の細道新釈』で
ある。
（注 17） 『芭蕉入門』（今栄蔵，大内初夫，桜井武次郎著　有斐閣新書　1979 年）。
追記　本稿は 2016 年度札幌大学研究助成金の成果の一つである。
